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■測定の前に…

けがをする恐れや測定値に誤差が生じる可能性があります。

ご使用の前に血圧計の外観等に破損等がないことを確認し、
異常が認められた場合は使用しない。

濡れたままだと内部に水が浸入し故障の原因になります。

測定する腕が汗などの水で濡れている場合は、必ずよく拭き
取り、乾いてから使用する。

測定値に誤差が生じる可能性があります。

寒い部屋で長時間保管していたときは、暖かいところに１時間
以上放置してから使用する。

■測定後は…

内部の電子部品に影響を与え、劣化や損傷により故障の原因となります。

活性ガス(消毒用ガスも含む)環境や、ほこりっぽい所、高温多湿
環境下での測定、放置はしない。

■測定中は…

けがや事故がおきる可能性があります。
カフは手首以外に巻かない。

連続して測定すると、うっ血、内出血、腫れなどの原因になる場合があります。

続けて測定する場合は10分以上間隔をあけて測定してくだ
さい。

うっ血したままだと測定値が変化することがあります。(うっ血を取り除くには、カフを
外して手のひらを閉じたり開いたりする運動を少しの間繰り返してください。)

連続で使用し、うっ血した場合は、うっ血を取り除いてから測定する。

■保管、お手入れについて

本体の汚れは柔らかい布で拭いてください。
熱湯やシンナー、ベンジンなどは使用しない。

感電やけがの原因になります。
清掃するときは必ず電源を切ってから行う。

乾電池の液漏れが起こり、本体を傷める恐れがあります。
※乾電池を取りはずした場合でも、記録されている測定値は全て消えません。

長期間使用しない場合は乾電池を取りはずす。

お願い
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⊕⊖の表示に合わせて左図のよう
に⊖側から矢印の方向に入れてく
ださい。

「年」が点滅し、日付設定になりま
す。P13 「日付・時刻を設定する」の
2に進んでください。

⊕
⊖

電池はコイル状のマイナス接点を上から押さえない
ように正しく入れる。
電池の外装被覆を傷付け発熱の恐れがあります。

●電池を取りはずしても、記録された測定値は消去されません。
　ただし、日付・時刻は再設定の必要があります。

電池を入れる
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手首式血圧計の場合、手首の位置(高さ）によっ
て血圧計が大きく変わります。測定姿勢 手首の
位置（高さ）について常に意識しましょう。





正しい姿勢を保ち『開始/終了』
ボタンを1回押す

電子音の合図の後加圧が始
まり血圧測定を開始します

結果を表示します

その後、自動的に加圧が始まります。

結果は自動的に記録します。記録さ
れた結果を見る場合はP.22を参照
してください。

測定を中止する場合は
『開始/終了』ボタンを押します。

●血圧は長期的な傾向を見ることが大
切です。記録表に記録することをおす
すめします。（本書P.30・31の血圧記
録表をコピーしてお使いください。）

※測定終了後、『開始/終了』ボタンを押すか、そのまま約1分経つと表
示が消えます。

カフの締め付けにより、手首に一過性の内出血が発生し、赤みが残るおそれがありま
す。異常を感じた場合は、『開始/終了』ボタンを押して、測定を中止してください。
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『開始/終了』ボタンを押すか、そ
のまま約60秒待つと自動的に表
示が消えます。

『記録表示』ボタンを長押しす
ると早送りします。

BP-810

画面に何回目の記録である
かを示す数字が表示し、その
ときの記録が表示されます
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無料修理規定

ご贈答品等で本保証書に必要事項が記入されていない場合には、弊社お客様
サービス相談室へご相談ください。







EMC技術情報

ガイダンスおよび製造業者による宣言　－　電磁エミッション

エミッション試験

電磁放射妨害
CISPR 11

グループ 1
クラスB

電源端子妨害電圧
CISPR 11

適用外

電源高調波
IEC 61000-3-2

適用外

電圧変動および
フリッカ 

IEC 61000-3-3

適用外

適合性 電磁環境　－　ガイダンス

本製品は、次に指定した電磁環境内での使用を意図している。
本製品の顧客又は使用者は、このような環境内でそれを用いていることを確認することが望
ましい。

本製品は、内部機能のためだけにRFエネルギーを
用いている。したがって、その電磁放射妨害は、非常
に低く、近傍の電子機器に対して何らかの干渉を生
じさせる可能性は、少ない。

適用外

本製品は、医用電気機器の安全使用のために要求されているEMC(電磁両立性)規格 IEC 
60601-1-2:2014 に適合しています。

EMC(電磁両立性)とは、次の二つの事項を満たす能力のことです。
　・周辺の他の電子機器に、許容できない傷害を与えるようなノイズを出さない。(エミッション)
　・周辺の他の電子機器から出されるノイズ等、使用される場所の電磁環境に耐え、機器の機
能を正常に発揮できる。(イミュニティ)

EMC（電磁両立性）にかかわる技術的な説明
医用電気機器は、EMCに関して特別な注意を必要とし、次に記載するEMCの情報に従って使
用する必要があります。

注意：
・本製品は電磁両立性（EMC）に関して、特別な注意が必要であり、本書に記載されたEMC
情報に基づいて使用してください。
・携帯および移動無線周波数（RF）通信機器により本製品は影響を受けることがあります。
・本製品は、他の機器に密着させたり、重ねたりした状態で使用しないでください。

タニタ血圧計BP-810のEMC情報

『お客様に安心してお使いいただけるよう、本製品はEMC規格に適合しています。
下記のEMC情報をご考慮の上、ご使用をお願いします。』



注記　UTは、試験レベルを加える前の、交流電源電圧である。

ガイダンスおよび製造業者による宣言　－　電磁イミュニティ

イミュニティ試験

静電気(ESD)
IEC 61000-4-2

±8 kV  接触
±2 kV, ±4 kV,

±8 kV, ±15 kV  気中

±8 kV  接触
±2 kV, ±4 kV,

±8 kV, ±15 kV  気中

電気的ファスト
トランジェントバースト 
IEC 61000-4-4

±2 kV  電源ライン
繰返し周波数：100 kHz
±1 kV  入出力ライン
繰返し周波数：100 kHz

適用外 適用外

試験レベル 適合性レベル 電磁環境　－　ガイダンス

本製品は、次に指定した電磁環境内での使用を意図している。
本製品の顧客又は使用者は、このような環境内でそれを用いていることを確認することが望
ましい。

床は木材、コンクリート又はセラミックタ
イルであることが望ましい。床が合成材
料で覆われている場合、相対湿度は、少
なくとも 30 %であることが望ましい。

電源周波数磁界は、標準的な商用また
は病院環境における一般的な場所と同
レベルの特性を持つことが望ましい。

サージ
IEC C61000-4-5

±0.5 kV, ±1 kV
ライン － ライン間

±0.5 kV, ±1 kV, ±2 kV
ライン － 接地間

適用外 適用外

適用外 適用外

電源周波数磁界
IEC 61000-4-8

50 または 60Hz
30 A/m

50/60Hz
30 A/m

電圧ディップおよび
短時間停電

IEC 61000-4-11

0％ UT 0.5 周期
位相角 0°，45°，90°，
135°，180°，225°，270°

及び315°
0 % UT 1 周期及び
70 % UT 25/30 周期
単相 位相角0°

0％ UT 250/300 周期
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注 例えば、無線(携帯／コードレス)電話および陸上移動形無線の基地局、アマチュア無線、
AM・FMラジオ放送およびTV放送のような固定送信機からの電界強度を、正確に論理的
に予測をすることはできない。固定RF送信機による電磁環境を見積もるためには、電磁界
の現地調査を考慮することが望ましい。

     本製品を使用する場所において測定した電界強度が上記の適用するRF適合性レベルを
超える場合は、本製品が正常動作するかを検証するために監視することが望ましい。異常
動作を確認した場合には、 本製品の、再配置又は再設置のような追加対策が必要となる
かもしれない。

注記1　80 MHz および 800 MHz においては、高い周波数範囲を適用する。
注記2　これらの指針は、すべての状況に対して適用するものではない。建築物・物・人からの吸収および
　　　   反射は電磁波の伝搬に影響する。

適用外 適用外
イミュニティ試験

RF電磁界によって
誘発する伝導妨害
IEC 61000-4-6

放射RF 電磁界
IEC 61000-4-3

10 V/m 
80 MHz ～ 2.7 GHz
80 % 振幅変調（1 kHz）

3 V 150 kHz ～ 80 MHz
6 V 150 kHz ～ 80 MHz ISM及び

アマチュア無線帯域
 80 % 振幅変調（1 kHz）

試験レベル 適合性レベル 電磁環境　－　ガイダンス

携帯形および移動形RF通信機器は、
本製品のいかなる部分に対しても、送
信機の周波数に該当する方程式から
計算した推奨分離距離より近づけて
使用しないことが望ましい。

推奨分離距離
d＝1.2√P　80 MHz ～ 800 MHz
d＝2.3√P　800 MHz ～ 2.7 GHz
ここで、Pは、送信機製造業者による
ワット(W)で表した送信機の最大定格
出力電力であり、dは、メートル(m)で
表した推奨分離距離である。
電磁界の現地調査（注）によって決定
する固定RF送信機からの電界強度
は、各周波数範囲における適合性レベ
ルよりも低いことが望ましい。

次の記号を表示している機器の近傍
では干渉が生じるかもしれない。 

10 V/m

27 V/m 
385 MHz 

パルス変調 18Hz
27 V/m

28 V/m 
450 MHz

周波数変調 ±5 kHz　偏移　1 kHz　正弦波
28 V/m

9 V/m 
710 MHz, 745 MHz, 780 MHz

パルス変調　217 Hz
9 V/m

28 V/m 
810 MHz, 870 MHz, 930 MHz

パルス変調 18 Hz
28 V/m

28 V/m 
1720 MHz, 1845 MHz, 1970 MHz, 2450 MHz

パルス変調　217 Hz
28 V/m

9 V/m 
5240 MHz, 5500 MHz, 5785 MHz

パルス変調　217 Hz
9 V/m

ガイダンスおよび製造業者による宣言　－　電磁イミュニティ

本製品は、次に指定した電磁環境内での使用を意図している。
本製品の顧客又は使用者は、このような環境内でそれを用いていることを確認することが望
ましい。



携帯形および移動形RF通信機器と本製品との間の推奨分離距離

送信機の
最大定格出力
電力　W

150 kHz ～ 80 MHz
適用外

80 MHz ～ 800 MHz
d = 1.2√P

800 MHz ～ 2.7 GHz
d = 2.3√P

適用外0.01 0.12 0.23

送信機の周波数に基づく分離距離（m）

適用外0.1 0.38 0.73

適用外1 1.2 2.3

適用外10 3.8 7.3

適用外100 12 23

上記にリストしていない最大定格出力電力の送信機に関しては、メートル(m)で表した推
奨分離距離 dは、送信機の周波数に対応する方程式を用いて決定できる。ここで、Pは、送
信機製造業者によるワット(W)で表した送信機の最大定格出力電力である。
注記1  80 MHz および 800 MHz においては、分離距離は、高い周波数範囲を適用する。
注記2  これらの指針は、すべての状況に対して適用するものではない。建築物・物・人から
の吸収および反射は、電磁波の伝搬に影響する。

本製品は、電磁放射妨害が管理している電磁環境内での使用を意図している。
本製品の顧客又は使用者は、送信機器の最大出力に基づき、次に推奨している携帯形および
移動形RF通信機器(送信機)と本製品との間の最小距離を維持することで、電磁放射妨害を
抑制するのに役立つ。
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